
令和５年度おかやま協働のまちづくり賞応募用紙 
 

 

令和 5 年 7 月 31 日 

岡山市長 様 

            応募者代表 団体名 第二藤田学区大規模災害対策委員会 

                  氏 名 遠藤 太郎               

 

令和５年度「おかやま協働のまちづくり賞」に応募します。 

募集テーマ：「災害に強いまちづくり～誰も取り残されないやさしい地域を目指して～」 

取組の名称 大規模災害に備える安心安全な二藤づくり 

取組の概要 

 
インターネット投票を行

うサイトにそのまま掲載

します。 

今年のテーマとの関連が

わかるよう、目的及び取組

概要、アピールポイントを

300 字（句読点含む）以内

で記載してください。 

私たちの住む藤田地域は海抜ゼロメートルの干拓地のため、液状化の危

険性が高いほか、避難できる高い建物もほとんどなく、南海トラフ巨大地

震の発生時には甚大な被害の発生が予想されています。また、町内会の役

員交代により、地域の防災力向上のための取組を継続・発展させることが

困難な状況が続いており、体制の再構築が課題となっていました。 

そこで、平成 29 年に「大規模災害対策委員会」を立ち上げ、地域の様々

な主体との協働によって系統的に研修・訓練を実施しながら「誰もが安心

して暮らせる二藤学区」づくりを進めています。 

成果・効果 

 
取組を通じて得られた成

果や、解決した社会課題の

状況、また関連した地域へ

の効果や変化などを書い

てください。 

平成 29 年度から「区づくり推進事業（地域活動部門）」を活用して、着

実に「体制の強化・安定化」「住民の意識・行動の変容」「設備・備品の拡

充」を実現しています。 

①組織体制の強化・安定化 

・地域の防災リーダーを発掘・育成を進め、町内会での任期・役職に関わ

らず役割を担える体制ができました。 

②住民の意識・行動の変容 

・これまでに実施した訓練・研修にのべ 1,000 名を超える方々が参加して

おり、回数を重ねるごとに熟練度が増しています。 

③避難に要する場所・設備の拡充 

・地域のホームセンター、パチンコ店、商業施設、電気店に避難場所を提

供してもらうことになりました。 

・非常用食糧、テント、テーブル、発電機、簡易テント、簡易トイレ内の立

ち上がり補助手すり、衛生用品、などを調達・配備しました。 

 

●次の書類等を添付してください。 

①〔様式１〕協働による社会課題解決の取組の内容 

②〔様式２〕取組実施団体概要書 

③写真等取組イメージ画像の電子データ（１枚） 

インターネット投票を行う際のエントリー一覧に使用します。エントリー一覧は、応募順（事務局受

付順）に掲載します。     

④取組内容や成果、協働の役割などをわかりやすくまとめたシート（デジタルデータ）１枚 

シートをもとに、事務局でポスターを作成し、展示等を行います（シートの作成が技術的に困難な場

合は早めにご相談ください。シートづくりをお手伝いします。） 

⑤その他取組の説明資料：Ａ４で２ページ以内の資料を添付できます。 

※提出していただいた書類等はすべて審査の対象となり、〔様式２〕以外は原則、ホームページ等で公開し

ます。  



〔様式１〕  協働による社会課題解決の取組の内容 
 

取組の名称 大規模災害に備える安心安全な二藤づくり 

 

テーマとの関連 

 

 

◎取組とテーマが合致している点を書いてください。 

 藤田地域は、巨大地震が起これば、堤防決壊や液状化によって甚大な被害が発生することが予想さ

れています。こうした中で、全域を対象とした浸水予想に基づく避難場所の確保、備品の調達と配置、

講演･研修を通じた住民の意識と行動の変容などを進めてきました。 

 また、災害時に取り残される住民が発生しないように「地域ケア会議」の再開と合わせて災害弱者

対策を進めているほか、地域格差解消のための自主防災組織の立ち上げと援助も実施しています。 

 このように私たちの取組は「災害に強いまち」と「誰も取り残されないやさしい地域」を目指して

実施しているものであり、テーマに合致したものであると考えます。 

取組の目的・目

標 

◎取組の目的・目標を社会課題の具体的な状況をふまえて書いてください。 

上記のような地域の特徴・課題をふまえて、当面の目標を以下の 3 つに設定して取組を進めていま

す。 

①組織体制の強化・安定化 

②住民の意識・行動の変容 

③避難に要する場所・設備の拡充 

取 組 の 内 容 

 
 

◎取組の内容について具体的に書いてください。 

１ 取組の対象：対象地域、対象者、対象人数など 

①組織体制の強化・安定化 

対象：第二藤田学区単位町内会長 

第二藤田学区大規模災害対策委員会の実施メンバー：約45名 

②住民の意識・行動の変容 

対象：主に第二藤田学区の住民：約2,900世帯 

③避難に要する場所・設備の拡充 

 対象：小学校･公民館・地域内の企業など 

 

２ 活動内容、実施方法など 

※平成29年度から令和5年度までに実施した内容を抜粋しています。（コロナの影響などもあり、事業内容は年度

によって異なります。） 

①組織体制の強化・安定化のための取組 

・町内会単位の防災リーダー育成のための研修：大学教授、平成30年7月豪雨経験者（東区平島地域と倉敷市

真備町の住民）による講演など 

・町内会単位の防災リーダー育成のための先進地視察：人と防災未来センター、淡路島など 

②住民の意識・行動の変容のための取組 

・避難場所開設訓練：初期消火・搬送訓練・災害用伝言ダイヤルの使用体験など 

・ウォーキングと炊き出し・防災訓練：簡易担架の作り方、ジャッキアップ体験、健康チェック、 

災害伝言ダイヤルのデモ体験、簡易炊飯説明、河川敷ウォーキング、簡易おにぎり作り、非常食のお渡し 

・自主防災会の結成促進：町内会の会議等に出席のうえ、説明を実施。現在の結成率は単位町内会全体の 

7割程度 

③避難に要する場所・設備の拡充のための取組 

 ・学区内危険箇所点検と対策の検討、緊急避難場所確保：現在までに地域内の6企業が避難場所の提供に 

合意済み。市に緊急避難施設建設を要望。 

 ・防災資機材の整備や備蓄：非常用食糧300食、テント2、テーブル、発電機、簡易テント6及びテント内の立

ち上がり補助手すり2、防臭袋600、衛生用品などを整備済み。 

 

３ 工夫した点や取組の特徴 

・住民の意識調査：平成29年度に全町内会員を対象とした意識調査を実施したほか、各種行事参加者への 

アンケートを実施しており、現状の把握や取組の改善につなげています。 

・対象地域が広範囲にわたるため、会場を変えながら全域の住民が参加できるように工夫しています。 

・避難場所の環境、年齢、障がいの有無などによる格差・不平等感を解消するため、立ち上がり補助具付きの 

簡易トイレ、授乳･おしめ交換テントを別途用意。自動ディスペンサーの導入など感染対策も施して取り組みまし 

た。 

 

◎取組をＷＥＢ等で告知している場合はそのＵＲＬを書いてください。 

https://www.city.okayama.jp/kyoudou/0000044122.html 

 



取組の実施期間 

 

今後の活動展開

など 

 

始期：平成 29 年 9 月～ 

□継続予定 

□ 令和  年  月終了 

□ 令和  年  月頃終了予定 

該当するものに☑し必要事項を記入してください。 

◎今後の成果の普及や活動展開などについて書いてください。 

藤田地域は児島湖に近い第三藤田学区があり、その地域から避難される方が、第二学区に多数来ら

れる事が想定されるため、今後は第一・第三藤田学区を含む藤田全域での共同の取組についても検討

していきたいと考えています。 

 

協働による 

効 果 

◎協働したことにより達成できたことや得られた効果を書いてください。 

・地域の多様な組織が趣旨に賛同し、委員会（事業実施メンバー）に加わったことで、偏りや切れ

目のない人材育成と組織基盤の強化を実現することができました。 

・地域内の 6 つの企業の参画により、高層かつ多数の住民が利用できる避難場所を確保することが

できました。 

・水道局、消防署など、岡山市の協力を得て、充実した訓練を実施することができています。 

協働団体と 

その役割 

 

※協働団体が他分

野にわたっている

ことや、各団体の

関わりの深さも評

価の対象となりま

す。 

※足りない場合は

欄を追加してくだ

さい。 

 

団 体 名 藤田第二学区連合町内会 

団体種別 ■住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 第二藤田学区大規模災害対策委員会への参画（取組の企画・運営など） 

団 体 名 どんぶらこの会 

団体種別 □住民自治組織 ■市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 第二藤田学区大規模災害対策委員会への参画（取組の企画・運営など） 

団 体 名 第二藤田学区コミュニティ協議会 

団体種別 ■住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 第二藤田学区大規模災害対策委員会への参画（取組の企画・運営など） 

団 体 名 第二藤田学区体育協会 

団体種別 ■住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 第二藤田学区大規模災害対策委員会への参画（取組の企画・運営など） 

団 体 名 第二藤田学区婦人会 

団体種別 ■住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 第二藤田学区大規模災害対策委員会への参画（取組の企画・運営など） 

団 体 名 第二藤田学区消防団 

団体種別 ■住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 第二藤田学区大規模災害対策委員会への参画（取組の企画・運営など） 

団 体 名 第二藤田学区栄養改善協議会 

団体種別 ■住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 第二藤田学区大規模災害対策委員会への参画（取組の企画・運営など） 

団 体 名 第二藤田学区パトロール隊 

団体種別 □住民自治組織 ■市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 



役 割 第二藤田学区大規模災害対策委員会への参画（取組の企画・運営など） 

団 体 名 第二藤田小学校 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 ■教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 第二藤田学区大規模災害対策委員会への参画（取組の企画・運営など） 

団 体 名 藤田公民館 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 ■行政 □その他（  ） 

役 割 取組の広報、会場の提供など 

団 体 名 第二藤田学区校区子ども会 

団体種別 ■住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 第二藤田学区大規模災害対策委員会への参画（取組の企画・運営など） 

団 体 名 民生委員会 

団体種別 ■住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 第二藤田学区大規模災害対策委員会への参画（取組の企画・運営など） 

団 体 名 二藤学区愛育委員会 

団体種別 ■住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 第二藤田学区大規模災害対策委員会への参画（取組の企画・運営など） 

団 体 名 二藤小 PTA 

団体種別 ■住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 第二藤田学区大規模災害対策委員会への参画（取組の企画・運営など） 

団 体 名 二藤環境保全組合 

団体種別 ■住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 第二藤田学区大規模災害対策委員会への参画（取組の企画・運営など） 

団 体 名 パチンコ 123 藤田店 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 ■企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 避難場所の提供 

団 体 名 ケーズデンキ藤田店 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 ■企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 避難場所の提供 

団 体 名 DCM 藤田店 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 ■企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 避難場所の提供 

団 体 名 両備プラッツ藤田店 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 ■企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 避難場所の提供 

  


